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学的悪性度分類 (1 ~田度)を行なった。その結果は， 1 度13例， II 度 131-列，田度 3 例であり，悪性
度目度のものはすべて声門上部癌であった。
II. 電顕的所見
扇平上皮癌および腺癌についてそれぞれ， structural atypism と cellular atypism について検討
した。とくに基底膜の状態についでは別個に検討した。
a. 扇平上皮癌






度，核染色質の heterochromatin 傾向，核小体 nucleolonemaの明瞭度，ミトコンドリアの発達
度，リボゾームの polysome 傾向，張微原線維密度であった。
4. 基底膜の連続性について電顕的に Type 1 (欠損なし)から Type 4 (基底膜を認めない)に
までに分類できた。組織学的悪性度固度の症例ではすべて Type 4 であった。





















度に応じて見られる c 3) 基底膜の連続性は腫療の悪性度が高くなる程悪くなる。等の知見を得た。
これらの知見，特に基底膜の所見は，喉頭癌の進展，転移，予後などに対する有用な指標となり得る
もので，本研究は喉頭癌の治療方針，予後判定などに対し基礎的根拠を与えるものの一つである υ
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